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地域・畜種別にみた生乳の生産動向
2010 年における世界の全畜種の総生乳生産量は 721

百万トンで、前年に引き続き増加（前年対比 +1.8％）
した。ロシアの厳しい干ばつやパキスタンの洪水など
劣悪な気象条件が生乳生産に悪影響を及ぼしたが、高
水準の乳価が生産量を押し上げる効果を発揮した。

乳牛と水牛の生乳生産量は 601 百万トンと 93 百万
トンで、増加率は過去 10 年間の平均値（+2.2％）よ
りも低いものの、乳牛の増加率が +1.6％（過去 10
年間の平均増加率 +2.1％）、水牛が同 +3.1％（同
+3.3％）であった。山羊と羊に由来する生乳の増加率
も +0.2％と +0.4％と、わずかずつではあるが着実に
増加している（表１）。
品目別にみた乳製品の生産動向

表２に示したように、2010 年は全ての乳製品で生
産量の順調な増加がみられたが、そのうち脱脂粉乳の
増加は比較的少なかった。2009 年に積み上がった豊
富な在庫がヨーロッパでの脱脂粉乳の生産を抑制し、
くわえて国際市場での全脂粉乳とチーズの旺盛な需要
によって、他の地域でも脱脂粉乳の生産が抑制された。

2010 年における世界のナチュラルチーズ生産量は、
2 年間の低迷を脱却して前年対比 +3.0％と急増し、20

百万トン（うち 18 百万トンは乳牛由来）を超えたこ
とが確実視されている。とくに、ＥＵと米国での生産
量は前年対比+3.4％、同+2.9％と大きく伸び、ヨーロッ
パと北米が世界のナチュラルチーズ生産量の 70％以
上を占めている。

2010 年における世界のバターとバターオイルの
生産量は、以前ほどではないが増加傾向（前年対比
+1.1％）を維持し、約９百万トンに達した。この増
加に大きく貢献したのは、インドで生産されるギー

（+6.3％）である。その他の国、とくにＥＵ（-1.3％）、
米国（-0.4％）、ロシア（-10.9％）、ＮＺ（-7.2％）の生
産量は減少した。

飲用乳の生産は、中国やロシアなどを中心に、最近
の数年間に比較して大きく増加（+2.5％）した。
飲用乳・乳製品の消費動向

世界の人口一人当たり生乳消費量は、この 10 年間
に 94.9kg から 104.7kg へ 9.8kg（10％）増加した。こ
の間、2009 年にわずかな減少を示したものの、2010
年には再び増加に転じた。人口一人当たりの生乳消費
量が多い地域はＥＵの 347kg（輸出・輸入量を考慮、
以下同じ）、オセアニアの 273kg、北米の 269kg で、
少ない地域はアフリカの 44kg、アジアの 67kg となっ
ており、地域間での格差が著しい（表３）。

しかし、2010 年における最大の生乳消費地域は人
口の多いアジアで、世界の総消費量の 39％を占めて
おり、続いてヨーロッパが 29％、北アメリカが 13％
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　国際乳製品市場は「新しい時代」を迎えた。乳製品の国際価格の推移をみると、15 年ほど前までは低下傾向であっ
たが、その後は 2009 年を例外として上昇基調にある。中国やインドなどで急増する乳製品の需要に、供給力の拡大
が追いつかない状況が続いており、天災や気候変動による需給の変化が価格に大きく影響を及ぼす。このことを実感
したのは、2007 年に大幅な価格上昇を経験したときであった。国内市場と国際市場との関係は確実に深まっている。
そこで、国際酪農連盟の報告書（The World Dairy Situation 2011）により、世界の酪農乳業情勢を概観してみたい。
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表２　主要国における牛乳乳製品生産量の推移　　 　　　単位：百万トン、％

200７年
2008年 2009年 2010年

前年比 前年比 前年比
飲用乳 116.0 118.0 101.7 120.0 101.7 123.0 102.5 
バター

バターオイル 8.1 8.7 107.4 8.9 102.3 9.0 101.1 

チーズ
（乳牛由来） 16.8 16.9 100.6 17.1 101.2 17.6 102.9

全脂粉乳 3.9 4.0 102.6 3.8 95.0 4.1 107.9 
脱脂粉乳 3.3 3.5 106.1 3.7 105.7 3.7 100.0 

表３　2010年における世界の生乳需給構造
消費量 生産量 自給率

（％）（百万トン）シェア(%) 一人当たり(kg) （百万トン）シェア(%)
アジア 277.4 39.1 66.6 255.2 36.0 92.0 
ヨーロッパ 204.8 28.9 277.4 215.0 30.3 105.0 

ＥＵ27 144.3 20.3 347.3 154.4 21.8 107.0 
非ＥＵ 60.5 8.5 187.5 61.1 8.6 101.0 

北米 92.8 13.1 269.4 95.6 13.5 103.0 
南米 60.9 8.6 155.1 62.1 8.8 102.0 
アフリカ 44.5 6.3 43.5 37.4 5.3 84.0 
中米 19.4 2.7 124.5 16.3 2.3 84.0 
オセアニア 10.0 1.4 273.3 26.1 3.7 261.0 
世界 709.8 100.0 104.0 709.8 100.0 100.0 

表１　世界の畜種別生乳生産量の推移　　　　　　　　　 　単位：千トン、％

畜種 2000年 2005年 2008年 2009年
2010年 10年間の

平均増加率前年比
乳牛 489,822 547,485 586,298 591,548 601,290 101.6 + 2.1
水牛 67,080 79,425 86,716 90,064 92,885 103.1 + 3.3
山羊 12,812 14,721 15,561 15,853 15,888 100.2 + 2.2
羊 8,069 8,944 9,158 9,234 9,272 100.4 + 1.4

その他 1,462 1,621 1,803 1,840 1,840 100.0 + 2.3
計 579,245 652,196 699,536 708,539 721,175 101.8 + 2.2

資料：Bulletin of the International Dairy Federation 451/2011、以下同じ。
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となっている。生乳消費量の急速な増加は南アメリカ
（前年対比 +7％）とアジア（同 +6％）でみられ、と
くにブラジルとアルゼンチンでの増加が顕著である。
一方、減少している地域はオセアニア（同 -7％）とヨー
ロッパ（同 -1％）である。

この生乳消費を製品ベースでみると、北欧の国々で
は飲用乳の消費量が多い。なかでもエストニア、アイ
ルランド、フィンランド、アイスランド、英国では、
飲用乳の国民一人当たり消費量が 100kg を越えてい
る。エストニア（137kg）、アイルランド（135kg）、
フィンランド（127kg）の国民一人当たり消費量は、
ＥＵ全体の平均消費量（65kg）のほぼ倍以上である。
他の地域で 100kg を越えている国は豪州だけであり、
日本は 33kg にすぎない（図１）。
乳製品貿易の変化

2010 年における乳製品の総貿易量は、世界の総生
産量の 7％強（生乳換算）を占めており、その比率は
安定的に推移している。乳製品の総貿易量は生乳換算
で 51.9 百万トンに達し、前年比約 9％増で、長期間の
平均増加率 3％を上回っている。2008 年末から 2009
年上期に発生した世界的な経済混乱により縮小した乳
製品の国際貿易は、2010 年に急速に拡大したが、こ
れは需要の順調な回復を物語っている（図２）。

この反動的回復の兆候は 2009 年後半にはすでに現
れていたが、国際貿易の拡大は米国の輸出量の急増と
それを上回る勢いのＥＵによるところが大きい。米ド
ル安の進展による交易条件の改善によって、米国は輸
出量が減少傾向にあった豪州を抜いて、4 年連続で順
調な増加を続けるＥＵ、変動の大きいＮＺに続く世界
第 3 番目の乳製品輸出国となった。乳製品貿易の活発

化は、これら 4 大輸出国が世界の乳製品貿易量に占め
る割合を 73％にまで高め、それら国々の優位な立場
をより強固なものにした。
生乳・乳製品価格の動向

先に述べたように、世界経済の緩やかな回復にと
もなう需要の増加によって、2010 年上期の国際乳製
品市場は輸出主導で拡大した。2010 年下期になると、
世界金融危機後の生乳生産量の減少が価格に影響を及
ぼし始めた。この間の国際市場価格は短期間に変化し
た。2010 年の乳製品価格は 9 月に一度上昇し、年末
には全ての品目の価格が一段と上昇した。なかでもバ
ター価格の変動が最も大きく、1 年間に 20％以上も上
昇した。脱脂粉乳と全脂粉乳の価格上昇率は、それぞ
れ 14％と 9％であった。

2011 年上期における国際乳製品市場価格は引き続
き高水準で推移し、3 月にはバターがトン当たり 4,900
米ドルを超えて高値記録を更新した。4 月と 5 月に価
格低下が見られたものの、ＮＺとＥＵの供給制限を背
景に高い水準を維持している。

2008 年下期から 2009 年上期にかけて下落した生乳
価格は、2010 年に力強い回復をみせた。ヨーロッパ
の 17 の大手乳業が支払った平均乳価は、2009 年に比
べて 100kg 当たり 4.08 ＥＵＲ、率にして 15％上昇し
た。その他の国でも急速な価格回復がみられ、ＮＺで
はフォンテラの支払い乳価が 22％、米国ではチーズ
原料となるクラスⅢ生乳が 27％上昇した。2011 年上
期の生乳価格も引き続き高水準で推移している。
世界の生乳生産見通し

FAO と FAPRI の短期見通しによると、2011 年における世
界の生乳生産は好調に推移する（表４）。中国、インド、アル
ゼンチン、ブラジルの生乳生産には持続的な拡大がみられ、
EU、米国、メキシコではわずかに増加する。日本、ロシア、
ウクライナでは減少するが、オセアニアではわずかに増加す
る。FAO・OECD と FAPRI の長期見通しでは、世界の総生
乳生産量は今後年率 1.8 ～ 1.9％で増加する見込みである。

図１　2010年における飲用乳の国民一人当たり消費量 （kg/年）
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表４　主要国の生乳生産見通し　　　　　 　               　　単位：千トン、％
FAO-OECDによる試算 FAPRIによる試算

2020年生産量 年平均成長率 2020年生産量 年平均成長率
EU27 153,589 0.3 138,937 0.3 
インド 153,020 2.9 154,991 3.3 
米国 101,071 1.4 98,716 1.2 
中国 59,064 3.5 47,290 5.0 
パキスタン 43,343 2.5 n.a n.a
ロシア 36,208 1.0 27,726 -1.4 
ブラジル 35,188 1.9 39,329 2.7 
ＮＺ 22,145 2.8 22,482 2.3 
アルゼンチン 14,015 3.0 13,757 2.6 
ウクライナ 13,204 1.2 12,994 1.7 
メキシコ 11,518 0.8 15,657 3.6 
豪州 10,493 0.9 11,018 1.8 
カナダ 9,032 0.6 8,101 -0.3 
日本 n.a n.a 7,372 -0.6 

図２　世界の乳製品貿易量の推移
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注）全脂粉乳には部分脱脂粉乳、バターにはバターオイルを含む。


